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2025（令和 7）年度 卒業生アンケート調査 実施報告 1  

 

 長野短期大学では、教育の充実と改善に役立てるため、卒業生を対象としたアンケートを実施し、その結果

を公表している。 アンケートの設問は、ディプロマポリシーを用い、在学中に身につけさせる学力や資質・

能力及び養成しようとする人物像に照らして作成し、教育の成果や効果を検証した。 

 

■調査概要 

・調査対象：2023(令和 5)年度卒業生 47 名 

・調査方法：WEB アンケート 

・実施時期：2025（令和 7）年 9 月 1日～9月 26 日 

・回答者数：22 名（回答率 47%) 

 

□ 以下の質問に ①役に立っている ②どちらともいえない ③役に立っていない を選んでください。 

１，身につけた豊かな人間性、幅広い教養、社会人としてのマナーは役に立っていますか。 

① 役に立っている 95% ② どちらともいえない 5% ③ 役に立っていない 0% 

２，身につけた食の専門家としての責任感、倫理観、社会に貢献できる専門知識、技能は役に立っています

か。① 役に立っている 95% ② どちらともいえない 5% ③ 役に立っていない 0% 

３，身につけた多様な課題に対して主体的に考え、コミュニケーションを図りながら協働して活動する態度

は役に立っていますか。①役に立っている 95% ② どちらともいえない 5% ③ 役に立っていない 0% 

４，現在の職業（職種）を、栄養士、管理栄養士、一般職、休職中、その他 から選んでください。 

栄養士 90%  休職中 3%  その他 2% 

 

□現在も卒業時から同じ職場で継続して働いていますか？ 

・はい…85％  ・いいえ…15％ 

 

□卒業後、新たに行動を起こしましたか。 

・資格を取得した…0％  ・進学した…0％  ・その他…0％   

 

□短大で学んだことが現在も役立っていますか。 

・はい…100％（・短大で学んだ知識や技術が職場で活かせている。・現在役立っている専門分野は「食品と衛

生」「給食の運営」への回答が多く、「授業での指導体制」「実践への重視度」の評価が高かった。） 

・いいえ…0% 

 

□後輩に向けてのアドバイスがありましたらお願いします。 

・先生にたくさん支援していただき、職場が見つかりました。ありがとうございました。この仕事は学校で習

った事が基本になりますので、後輩の皆さんも頑張ってください。 

 

■まとめ 

 結果は、専門職に関連する知識、技術に多くの卒業生が自信をもっており、これらを重視する実践への教育、

学科としての一貫した指導体制は継続するべきである。これに加えチャレンジ精神、地域社会や異文化に触れ

る授業など、専門知識・技術以外の成長を促す授業等をさらに充実していく必要があると思われる。 

本調査にご協力いただいた卒業生の皆様に感謝申し上げます。卒業生全員の皆様からの回答は得られませんで

したが、ご回答いただいた多くの皆様が、本学での学びを生かして就業されているご様子が分かり安心しまし

た。本学の教育のさらなる発展のためにも、今後ともご協力賜りますことをお願い申し上げます。 
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2025（令和 7）年度 就職先：卒業後（卒業生）調査 実施結果報告 2  

 

 長野短期大学では、卒業生の就職先からの聞き取りにより、ディプロマ・ポリシーの達成度を評価し、教育

の成果を検証しています。それにより在学中に身に付けさせる学力や技能について、具体的な課題を見いだし、

今後の教育の向上に資することを目的としています。 

その結果の概要を公表いたします。 

 

■調査概要 

・調査対象：卒業生の就職先 

・調査方法： 

1，就職先の、採用担当者様からの聞き取り（担当：進路指導課） 

   2，就職先の、栄養士・管理栄養士様からの聞き取り（担当：食物栄養学科教員） 

・実施時期：2024（令和 6）年 4 月 1日～2025（令和 7）年 3月 31 日 

・回答施設数：38 施設 

 

■結果 

・貴学の卒業生は、元気が良く、職場が明るくなりました。・非常に真面目で素晴らしいです。これからの活

躍を期待しています。・ 礼儀、マナー、 協調性、コミュニケーション能力が高評価です。・ 難しい仕事にも

チャレンジする姿勢があり、頼りにしています。社内でもバックアップしていきたいと思っています。・皆さ

ん、一生懸命取り組んでいます。・仕事に対して意欲的に取り組む姿勢が印象的です。これからも入社後の育

成環境を整えてまいりますので、引き続き、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

■まとめ 

 本調査にご協力いただいた卒業生の就職先の皆様に感謝申し上げます。 

 おおむね、学科としての一貫した指導体制は継続するべきであり、特に実践への教育、これに加え、技術習

得までは時間がかかるものであるので、諦めずに継続して勤務する力を身につけ、着実にスキルアップできる

よう、指導してまいります。 

今後も、この聞き取りを活かし、栄養士コアカリキュラムに則り、教育活動に邁進したいと存じます。今後

ともよろしくお願い申し上げます。 

 


